「いや 彼は隴 西の 産 だ」 

しょく 

「いや 彼 は 蜀 の 産 だ」 

「とんでもない ことで、 巴 西の 産 だよ」 

さんとう 

「冗談 を 云うな 山 東の 産 を」 

「李 広 〔# 「李 広」 は 底本で は 「季広 匕 の 後裔 だとい うこ 

とだね」 

リ ようぶしょう おうこう 

「 涼武 昭王翯 の 末 だよ」 

せいれん こじた くせん にん 

—— 青 蓮 居士 謫 仙人、 李 太白の 素性なる もの は、 は つ 

きり 解って いないら しい。 

金 持が 死ぬ と 相続 問題が 起こり、 偉人が 死ぬ と 素性 



「素面 欄鉤ニ 倚リ、 嬌声 外 頭 二 出ヅ、 若シ是 織女 二 非 

ズ ンバ、 何ゾ必 シモ牽 牛ヲ問 ハン」 

これに 驚いた の は 夫人でなくて、 その 良人の 県令で 

あった。 

早速 引き上げて 小姓と した。 そうして 硯 席に^: らせ 

た。 

ある 夜 素晴らしい 山火事が あった。 

「野火 山ヲ 焼クノ 後、 人 帰 レドモ 火 帰 ラズ」 

県令 は 苦心して ここまで 作った。 後を附 ける ことが 

出来なかった。 

「おい、 お前 附 けて みろ」 



びじょう すい こうぼう ろう 

眉 上 ノ翠ヲ 窺ヒ、 魚 ハロ傍 ノ朱ヲ 弄ス」 

すると 李 白が 後 を 継いだ。 

「緑 髪 ハ波ニ 隨 ッテ 散リ、 紅顔 ハ浪ヲ 逐ッテ 無シ、 何 

よ ごしょ-つ. まさ しゅう こ 

二 因 ッテ伍 相 二 逢フ、 応ニ是 秋 胡 ヲ想フ べシ」 

また 県令 は 厭な 顔 をした。 

で 李 白 は 危険 を 感じ、 事 を 設けて 仕 を 辞した。 

詩的 小人と いう もの は、 俗物よりも 嫉妬深い もので、 

それが 嵩ず ると 偉い こと をす る。 

李 白の 逃げた の は 利口であった。 

剣 を 好み 諸侯 を 干して 奇書 を 読み 賦を 作る。 —— 十 

五 歳 迄の 彼の 生活 は、 まず ザッ とこん な ものであった。 



年 二十 性 倜儻、 縦横の 術 を 喜び 任俠を 事と す。 —— 

これが その 時代の 彼であった。 

財 を 軽んじ 施 を 重んじ、 産業 を 事と せず 豪 嘯す。 I 

I こんなよう にも 記されて ある。 

ある 日暄曄 をして 数人 を 切った。 

土地に いる ことが 出来なかった。 

とうがんし みん ざん 

この ころ 東巖 子と いう 仙人が、 岷 山の 南に 隠棲して 

いた。 

で、 李 白 は そこへ 走った。 

聖 フランシス は 野禽 を 相手に、 説教 をした という こ 

とで あるが、 東 巖子も 小鳥に 説教した。 彼 は 道教の 道 
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「どうしたら 金が 溜まりましょう？」 

「働いて 溜める より 仕方がな い 」 

「その 癖 先生 はお 見受けす る 所、 ちっとも 働かない 

じゃありません か」 

「うん、 どうやら そんな 格好 だな」 

「働かないで 溜める 方法 は？」 

「よくこの 次までに 考えて 置こう」 

一 向 張り合い のない 挨拶であった。 

「どうしたら 長命が 出来ましょう」 



「さあ、 私に は 解りません」 

「解る ように 考える が いい」 

「あの、 先生に はどう 思われます ので？」 

「俺 か、 俺 はな、 そんなつ まらない 事 は、 考えない 方 

がいいと 思う のさ。 形而上学 的 思弁と いって、 浮世 を 

小うる さくす る もの だからな」 

これに は 李 白 は 何となく、 教えられ たような 気持が 

した。 

「不味 〔# ルビの 「まず」 は 底本で は 「まづ 匕 い 物ば かり 

うま い 

食って いると、 肉 放れが して 痩せて しまう。 美味 物 を 

食え 美味 物 を」 



それが かえって 偉かった。 

彼 は 盛んに 逆理を 用いた。 

てきとう ふ き 

李 白 は 次第に 感化され た。 倜儻 不羈の 精神が、 軽快 

洒脱 〔# 「洒脱」 は 底本で は 「酒 脱 匕 の 精神に 変った。 

あ る 日 突然 東巖 子が 云った。 

「お前 は 山川 を どう 思うな？」 

「山 は 土の 盛り 上った もの、 川 は 水の 流れる もの、 私 

に はこん なよう に 思われます」 

「さあさあ お前 は 卒業した。 山 を 出て 世の中へ 行く が 

いい」 

みん ざん 

—— で、 翌日 岷山を 出た。 
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開 元 十一 一年の ことであった。 

じょうかん どうてい 

李 白 は 出で て 襄漢に 遊んだ。 まず 南 洞 庭に 行き、 

にしきん リ ようよう じょ かい 

西 金陵揚 州に 至り、 さらに 汝 海に 客と なった。 それ 

う 'V ま う 

から 帰って 雲 夢に 憩った。 

きょそう ► .1 う 

この 時 彼 は 結婚した。 妻 は 許 相 公の 孫娘であった。 

数年間 同棲した。 

さらに 開 元 二十 三年、 太 原 方面に 悠 遊した。 

哥舒 翰な どと 酒 を 飲んだ。 

しょうぐん げんさん ぐん しんし 

また 譙 郡の 元 参 軍な どと、 美妓 を 携えて 晋祠 など 



に 遊んだ。 

やがて 去って 斉魯へ 行き、 任 城と いう 所へ 家 を 持つ 

こうそう ほ はいせい ちょう しゅくめ い とうべん かんじゅん 

た。 孔巣 父、 裴政、 張叔 明、 陶沔、 韓準 というよう 

そらい ざん 

な 人と、 徂徠 山に 集って 酒 を 飲み、 竹 渓の六 逸と 自称 

したりした。 

てレ ま. つ 

こうして 天 宝 元年と なった。 

この 時 李 白 四十 二 歳、 詩藻 全く 熟しき つていた。 

会稽の 方へ 出かけて 行った。 

剡中 に呉筠 という 道士が いた。 

二人 は ひどく ゥ マが 合った。 共同生活 を やる ことに 

した。 



かちしょう 

長 安で 賀知 章と 懇意に な つ た。 

賀知章 は 李 白 を 一 見す ると、 驚いた ようにこう 云つ 

た。 

「君 は 人間な のか 仙人な のか？」 

「どうもね、 やはり 人間ら しい」 

「仙人が 誤って 人間に なると、 君の ような 風采になる 

だろう。 君は謫 〔# ルビの 「たく」 は 底本で は 「てき 匕 せ 

られた 仙人 だよ」 

「まあ さ、 見て くれ、 謫 仙人の 詩 を」 

李 白 は 旧稿 を 取り出して 見せた。 

賀知章 はす つかり 参って しまった。 



彼 はすつ かり 落胆した。 

た いざん 

奉 天の 父の 許へ 帰って 行った。 泰山 を 望んで 不平 を 

洩らした。 

一 一年の 間 ブラ ブラした。 

それから 斉ゃ趙 〔# ルビの 「ちょう」 は 底本で は 「しょ 

う 匕 に 遊んだ。 

それから 長 安へ 遣って 来たので あった。 

李 白と 杜甫 との 会見 は、 賀知 章が 心配した ほどに も 



しまった。 

飲んで 飲んで 飲み 廻った。 

いわゆる 飲 中の 八 仙人であった。 

酒 は あんまり やらなかった が、 一世の 詩宗 高 適な ど 

とも、 李 白 や 杜甫は 親しくした。 

三人で 吹 台 や 琴 台へ 登り、 各自 感慨に 耽ったり した。 

※ 〔# 「りっしん べん + 更」、 662-12 慨す るの は 杜甫で 

ぁリ、 物 を 云わな いのは 高 適で あり、 笑って ばかりい 

るの は 李 白であった。 

高 適の 年 五十 歳、 李 白の 年 四十 四 歳、 杜甫の 年 三十 

一 一歳であった。 



だが この 時代 は 李 太白が、 誰よりも 詩 名が 高かった 

玄宗 皇帝が 会いたい と 云った。 

で、 李 白 は 御前へ 召された。 

誰が 李 白 を 推薦し たかは、 今日に 至っても 疑問と さ 

れ ている。 

ある 人 は 道士 呉筠 〔# 「筠」 は 底本で は 「※ 〔# 「くさ 

かんむ リ\ 均」、 662- 下 刁^〕 だと 云い、 ある 人 は 玉 真 公 

主 だと 云い、 又 ある 人 は 賀知章 だと 云った。 

すべて 人間が 出世す ると、 俺が 推薦した 俺が 推薦し 

たと、 推薦 争い をす る ものであるが、 これ も将 しく そ 

の 一 例であった。 



その 時 唐の 朝廷に 一 大事 件が 勃発した。 

ぼっかい 

渤 海国の 使者が 来て、 国書 を 奉呈した のであった。 

国書 は渤海 語で 書かれて あった。 満廷 読む ことが 出 

来なかった。 

玄宗 皇帝 は 怒って しまった。 

「蕃書 を 読む - J とが 出来なければ、 返事 をす る - J とが 

出来ない ではない か。 渤 海の 奴ら に 笑われる だろう。 

き や つ 

彼奴ら 兵 を 起こす かもしれ ない。 国境 を 犯す に 相違な 

い。 誰か 読め 誰か 読め！」 

百官 戦慄 し て 言な し矣 であった。 

そこへ 遣って 来たの が 李 白であった。 



われ じょ こん た 

うに 官 家の 意に 出で む。 俺 如今耐 うべ からず。 官を差 

し 来り 講じ、 高麗 一 百 七十 六 城を将 て、 俺に 讓 与せよ _ 

俺 好物 事 あり、 相 送らむ。 太白 山の 兎、 南海の 昆布、 

ふよ て いき つ そ つ びん ようしゅ うめん 

柵 城の 鼓、 扶 余の 鹿、 鄭頡の 豚、 率賓の 馬、 沃州綿 〔# 

ルビの 「ようしゅ うめん」 は 底本で は 「ようしう めん 匕、 

びん ひつが がくゆう 

湄泌 河の 鮒、 九 都の 杏、 楽 遊の 梨、 爾、 官家 すべて 分 

あり。 若し 高麗 を 還す こと を 肯んぜ ずば、 俺、 兵 を 起 

か いずれ 

こし 来たって 厮 殺せむ。 且つ 那 家が 勝敗す るか を 看 

よ」 

皇帝 はじめ 文武 百官 は、 すっかり 顔色 を 変えて し 

まった。 



「いま 辺境に 騒がせられて は、 ちょっと 防ぐ に 策 はな 

い。 一体 どうしたらいいだろう」 

風流 皇帝の 顔色に は、 憂が 深く 織り込まれた。 

誰 一 人 献策す る 者がなかった。 
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すると 李 白が 笑いながら 云った。 

「文章で 嚇 して 来たので す、 文章で 嚇 して 帰し ましよ 

う。 蕃使 をお 招きな さり ませ、 私、 面前で 蕃書 を 認め、 

嚇 しっけて やる ことに 致します」 

翌日 蕃使を 入朝せ しめた。 



皇帝 を 真中に 顯官 が竝ん だ。 

さぼう はくし、，" 

紗帽を 冠り、 白 紫 衣 を 着け、 飄々 と 李 白が 現われた。 

勿論 微醺 を 帯びて いた。 

座に 就く と 筆 を 握り、 一 揮して 蕃書 を 完成した。 

まず 唐音で 読み上げた。 

「大唐 天 宝 皇帝、 渤 海の 奇 毒に 詔 諭す。 むかしより 石 

卵 は 敵せ ず、 蛇 龍 は 闘わず。 本朝 運に 応じ、 天 を 開き 

四海 を撫 有し、 将は 勇、 卒は 精、 甲 は 堅、 兵 は 鋭な り。 

きつ リ とリこ ふさん 

頡利 は盟に 背いて 擒 にせられ、 普 賛は鵞 を 鑄って 誓 

しらぎ てんじく 

を 入れ、 新羅 は繊 錦の 頌を 奏し、 天竺 は 能 言の 鳥 を 致 

し、 沈 斯は捕 鼠の 蛇を献 じ、 払 林 は 曳馬の 狗を 進め、 



白 鸚鵡 は訶 陵より 来り、 夜光 珠は林 邑ょリ 貢し、 

骨 利 幹に 名馬の 納 あり、 沈 婆 羅に良 酢の 献 あり。 威 を 

畏れ 徳に 懐き、 静を 買い 安 を 求めざる なし、 高麗 命 を 

拒ぎ、 天 討 再び 加う。 伝世 百 一朝に して 殄滅 す。 豈に 

いわん 

逆 天の 咎徴、 衝大の 明鑒に 非ず や。 況ゃ爾 は 海外の 

小 邦、 高麗の 附国、 之 を 中国に 比すれば 一 郡の み。 士 

たくまし 

馬 芻糧万 分に 過ぎず。 螳 怒是れ 逞 うし、 鵝驕 不遜な 

ごと 

るが 若き だに 及ばず。 天兵 一 下、 千里 流血、 君 は頡利 

の 俘 に 同じく、 国 は 高麗の 続と ならむ。 方今 聖度 汪洋、 

爾が狂 悖を恕 す。 急に 宣 しく 〔# 「宣 しく」 は ママ〕 過 を 

悔い、 歳 事 を勤修 し、 誅戮を 取りて 四 夷の 笑と なる 母 



いとま 

で、 李 白 は 暇 を 乞うた。 

皇帝 は 金 を 李 白に 賜 つ た。 

ちょう ぎ えんしん 

李 白の 放浪 は 始まった。 北 は 趙魏燕 晋〔# ルビの 「し 

ぶんき 

ん」 は 底本で は 「し 匕 から、 西 は※ 岐 〔# 「分 + おお ざと」、 

しょうお へ 

664- 上，〕 まで 足 を 延ばした。 商 於 を 歴て洛 陽に 至った。 

南 は淮泗 から 会稽に 入り、 時に 魯 中に 家 を 持ったり し 

た。 斉ゃ魯 の 間 を 往来した。 梁 宋には 永く 滞在した。 

てん ほう * きまん 

天 宝 十三 年 広 陵に 遊び、 王屋 山人 魏 万と 遇い、 舟 を 

浮かべて 秦淮へ 入ったり、 金 陵の 方へ 行ったり した。 

せんじょう 

魏 万と 別れて 宣城 へ も 行った。 

こうして 天 宝 十四 年に なった。 



ひっくり返る ような 事件が 起こった。 

安祿 山が 叛 したので あった。 

十二月 洛陽を 陥 いれた。 

天 宝 十五 年玄宗 皇帝 は、 長 安 を 豪 塵して 蜀に 入った。 

李 白の 身辺 も 危険であった。 宣 城から 漂 陽に ゆき、 

えんちゅう 

更に 剡中 に 行き 廬 山に 入つ た。 

玄宋 皇帝の 十六 番目の 子、 永 王と いうの は 野心家で 

あつたが、 李 白の 才を 非常に 愛し、 進めて 自分の 幕僚 

にした。 

安祿 山と 呼応して、 永 王 は 叛旗 を飜 えした。 弟の 

じょうせいおう しゅうし こうわい 

襄成 王と 舟師を 率い、 江淮 〔# ルビの 「こうわい」 は 底 



本で は 「こうれい 匕 に 向かって 東 下した。 

李 白 は 素敵に 愉快 だ つ た。 

「うん、 天下 は 廻り 持ち だ。 天子に なれない もので も 

ない」 

こんな 事 を 考えた。 

てきとう ふ き 

詩人 特有の 白昼夢と も 云えれば、 倜儻 不羈の 本性が、 

仙骨 を 破って 迸し つたと も 云えた。 

す こぶ あんせき 

意気 頗 る 軒昂であった。 自分 を 安 石に 譬えたり し 

た。 二十歳 代に 人 を 斬った、 その 李 白の 真 骨 頭 〔# 「真 

骨 頭」 は ママ r が、 この 時 躍如と してお どり 出た ので あつ 

た。 



「三 川 北 虜乱レ テ麻ノ 如シ、 四海 南奔 〔# ルビの 「なん 

ぼん」 は 底本で は 「なんぱん 匕 シテ永 嘉ニ似 タリ、 但東 

しゃ あんせき こさ 

山 ノ謝安 石 ヲ用ヒ ョ 、 君 ガ為メ 談笑 シ テ胡沙 ヲ静メ ン 」 

などと ゥンと 威張った りした。 

ぎょくば べん じゅうりよ けいえん 

「試 ミニ 君 王ノ玉 馬鞭ヲ 借リ、 戎虜ヲ 指揮 シテ瓊 筵 

二 坐ス、 南風 一掃 胡麈静 二、 西 長 安二 入 ッテ日 延ニ到 

ル」 

凱旋の 日 を 空想した りした。 

リ せん 

ところが 河南の 招 討 判官、 李 銑と いうの が 広 陵に 居 

た。 永 王の 舟師を 迎え 〔# 「迎え」 は 底本で は 「迎へ 匕 

討った。 



永 王 軍 は 脆く 破れた。 

永 王 は箭に 中って 捕えられ、 ある 寒 駅で 斬殺され た _ 

そうして 弟の 襄成王 は、 乱 兵の 兇 » に斃 された。 

李 白 は 逃げて 豊 沢に 隠れた が、 目つ かつ て 牢屋へ ぶ 

ち 込まれた。 

「どうも 不可ね え、 夢だった よ」 

憮然と して 彼 は 眩いた。 

「兵 を 指揮 するとい うこと は、 韻 を ふむ ょリ むずかし 

い。 そうすると 俺より 安 石の 方が、 人殺しと して は 偉 

いらし い。 もう 君 王の 玉 馬 鞭なん か、 仮にも 空想し な 

いこと にしよう …… 。 ひょっと かする と 殺される かも 



そこで 李 白 は 死 を 許され、 夜郎へ 流される ことに 

なった。 

道々 洞 庭 ゃ三峡 や、 巫 山な どで 悠 遊した。 

李 白 はあくまで も 李 白であった。 竄逐 〔# 「竄 逐」 は 

ママ〕 されても 悲しまなかった。 いや 一層 仙人 じみて 

来た。 人間社会の 功業なる ものが 全然 自分に 向かない 

こと を、 今度の 事件で 知って から は、 人間社会 その物 

をまで、 無視す るよう になって しまった。 

かんげん 

乾 元 一 一年に 大赦が あった。 

まだ 夜郎へ 行き着かない 中に、 李 白 は 罪 を 許された。 

じんよう 

そこで 江 夏 岳 陽に 憩い、 それから 潯 陽へ 行き 金 陵へ 
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